
〔第 2 議案〕

平成29年度事業報告書 
［平成29年 2 月 1 日より平成30年 1 月31日まで］

○事業報告

  1．学術講演会，研究会等の開催（定款第 5 条 1 項の 1）
・一般社団法人日本内科学会平成29年定時総会
開催日　平成29年 4 月14日（金）
会　場　東京都・東京国際フォーラム　　参加人数　39,369人（委任状含）

・第114回日本内科学会講演会
会　長　小池　和彦（東京大学）
会　期　平成29年 4 月14日（金）～16日（日）
会　場　東京都・東京国際フォーラム　　参加人数　36,070人
会長講演，招請講演 5 題，特別講演，シンポジウム 3 題，パネルディスカッション，教育講演19題，一
般演題464題，CPC，男女共同参画企画公開シンポジウム，特別シンポジウム，医学生・研修医の日本内
科学会ことはじめ

・第45回内科学の展望
会　長　門田　淳一（大分大学）
開催日　平成29年11月12日（日）
会　場　別府市・別府国際コンベンションセンター　　参加人数　550人
「General Physicianにとっての呼吸器疾患　―超高齢社会における現状と課題―」をテーマに開催した．

・  支部の事業として行う学術集会（地方会）は，北海道，東北，関東，信越，東海，北陸，近畿，中国，四
国および九州の10支部において計35回の講演会を開催した．

  2．学会誌，学術図書の発行（定款第 5 条 1 項の 2）
・学会誌「日本内科学会雑誌」を下記の通り発行した．
発行年月日  巻  号  発行部数
平成29年 2 月10日  106  2  105,800部

 2 月20日  106  臨時増刊  105,800部
 3 月10日  106  3  106,500部
 4 月10日  106  4  106,800部
 5 月10日  106  5  107,800部
 6 月10日  106  6  107,900部
 7 月10日  106  7  108,200部
 8 月10日  106  8  108,500部
 9 月10日  106  9  108,700部
10月10日  106  10  108,800部
11月10日  106  11  109,000部
12月10日  106  12  109,500部

平成30年 1 月10日  107  1  109,600部
・学術刊行物「Internal Medicine」は電子ジャーナルのみで年24回発行し，一般公開した．

  3．研究及び調査の実施（定款第 5 条 1 項の 3）
・認定内科医および総合内科専門医の臨床研修に必要な一定規模と教育環境を有する施設の調査を実施した．

  4．研究の奨励及び研究業績の表彰（定款第 5 条 1 項の 4）
・第30回内科学会奨励賞（10名）の受賞者を表彰した．
水野　　卓：「検診受診者における膵嚢胞と肥満・糖尿病との関係」
崔　　元吉：「  急性心筋梗塞発症率及び院内死亡率の経年変化に関する検討―Miyagi  AMI  Registry 

Study（1985-2014）からの報告―」
安藤　　啓：「  Combined pulmonary emphysema and fibrosis（CPFE）と肺癌外科手術のアウトカムに

おける臨床的インパクトの検討」
谷口　晶俊：「HTLV-1関連脊髄症における分水嶺領域の脳代謝障害」
杉本　　充：「低補体血症を伴うIgG4関連疾患におけるIgG4の補体活性化の可能性」
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槇本　　剛：「  放射線化学療法後に外科手術を行った局所進行非小細胞肺癌症例の長期フォローアップ
解析」

久保田益亘：「  生活習慣の異なる 2 つの日本人集団における動脈硬化進展度の比較：在米日系人医学調査
より」

田原　研一：「骨髄増殖性腫瘍の長期経過中に発症した慢性骨髄性白血病 3 例の検討」
水上　　創：「  腸内細菌叢パターンによる潰瘍性大腸炎患者の病態，経過と相関した新規分類方法の開

発」
緒方　英紀：「IgG4抗neurofascin 155抗体陽性CIDPの臨床的特徴」

  5．認定医及び認定施設の認定（定款第 5 条 1 項の 5）
・認定医を下記の通り認定した．
認定内科医：2,970名
総合内科専門医：4,367名

・教育施設を下記の通り認定した．
大学病院：80施設
一般教育施設：414施設
教育関連施設：706施設

  6．生涯学習活動の推進（定款第 5 条 1 項の 6）
・生涯教育講演会を下記の通り開催した．
平成29年度生涯教育講演会Aセッション
会　長　菊地　利明（新潟大学）
第 1 回　開催日　平成29年 5 月21日（日）

会　場　大阪市・大阪国際会議場　　参加人数　2,530人
第 2 回　開催日　平成29年 9 月24日（日）

会　場　新潟市・新潟県民会館　　参加人数　410人
平成29年度生涯教育講演会Bセッション
会　長　山本　一博（鳥取大学）
第 1 回　開催日　平成29年 6 月11日（日）

会　場　東京都・東京国際フォーラム　　参加人数　2,286人
第 2 回　開催日　平成29年10月29日（日）

会　場　米子市・米子コンベンションセンター　　参加人数　330人
・各支部主催の生涯教育講演会は10支部において計23回開催した．
・専門医部会企画による教育セミナーを10支部で計24回開催した．
・A・Bセッションの講演についてオンデマンド配信を行った．
・セルフトレーニング問題を行った．　　参加人数　13,711人

  7．救急救命講習会の開催（定款第 5 条 1 項の 5 及び 6）
・内科医の質の向上のための救急救命講習会を12回，指導者講習会を11回開催した．

  8．関連学術団体との連絡及び協力（定款第 5 条 1 項の 7）
・  日本医学会連合，日本専門医機構，内科系学会社会保険連合，日本医療安全調査機構等の活動に積極的に
参画した．

  9．国際的な研究協力の推進（定款第 5 条 1 項の 8）
・国際内科学会及び米国内科学会の活動に積極的に参画した．

10．社会に対する内科学の進歩の普及及び医療への啓発活動（定款第 5 条 1 項の 9）
・禁煙推進学術ネットワーク，アルコール健康障害対策基本法推進ネットワークの活動に参画した．
・市民公開講座
会　長　門田　淳一（大分大学）
開催日　平成29年11月11日（土）
会　場　別府市・別府国際コンベンションセンター　　参加人数　100人
「健康長寿 with SMILE～笑顔で歳をかさねるために～」をテーマに開催した．
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11．新専門医制度の実施，運用（定款第 5 条 1 項の 5 及び10）
・  新専門医制度の円滑な実施，運用に注力し，平成30年からのスタートに向けて専門研修プログラムの募集
を行った．また専攻医の育成のために評価体制の構築に力を入れ，専攻医登録評価システム（J-OSLER）
の開発を行った（稼働は平成30年 4 月から）．

12．その他目的を達成するために必要な事業（定款第 5 条 1 項の10）
・WEBによる情報発信，各種コンテンツの提供，学会業務のシステム化などの情報化を段階的に推進した．
・日内会館の管理・運営等を行った．

○庶務の概要

1．総会
　平成29年 4 月14日，東京都千代田区丸の内3―5―1　東京国際フォーラムにて平成29年定時総会を開催し，平成
28年度事業報告，会計決算報告，平成29年度役員の選任等を審議決定した．

2．役員に関する件
　平成28年度をもって理事を任期満了となる長谷部直幸，伊藤　宏，竹内　勤，福田恵一，田中榮司，室原豊
明，杉山敏郎，楠　進，平田一人，平田健一，谷澤幸生，門田淳一に代わって，新任として高橋弘毅，下川宏
明，伊藤　裕，小池和彦，成田一衛，長谷川好規，梶波康二，赤水尚史，竹原徹郎，樋口和秀，木原康樹，田
中良哉の計12名を選任した．
　また，平成28年度をもって監事を任期満了となる檜垣實男に代わって，新任として竹内　勤の 1 名を選任した．

3．役員会等に関する件
　役員会等について下記の通り開催した．
（1）評議員会　　平成29年 4 月13日
（2）理事会　　　平成29年 3 月24日，4 月14日（臨時），5 月 9 日，9 月 8 日，12月22日
（3）会計監査会　平成29年 3 月14日

4．その他の委員会等
　各種委員会等について下記の通り開催した．
（1）日内会誌編集会議　3 回，英文誌編集会議　1 回
（2）認定医制度審議会　3 回，試験委員会　2 回，問題作成委員会等
（3）学会在り方検討委員会　1 回
（4）学術集会運営委員会　3 回
（5）生涯教育委員会　2 回
（6）総務委員会　3 回，利益相反委員会　1 回
（7）財務・組織管理委員会　5 回
（8）支部代表者会議　1 回

5．資格認定試験
　下記の資格認定試験を実施した．
（1）第33回認定内科医資格認定試験
（2）第45回総合内科専門医資格認定試験

○会員状況

平成28年度末会員数 109,765名
平成29年度新入会員数 3,130名
平成29年度除退会員数 1,167名
平成29年度逝去会員数 240名
平成29年度末会員数 111,488名
前年度より 1,723名増

（平成30年 1 月31日現在）
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